
２０２４年度 自然観察会 実施報告 

                  四日市自然保護推進委員会 

回数 第 9回 参加者数 7組 18人 

テーマ 冬の里山～冬の樹木、里山保全活動～ 

実施日 ２０２５年１月１９日 天候 晴れ 

場所 南部丘陵公園 

コース 
10：00 開始 12：00 終了 

南ゾーン小動物園北側広場→里山管理エリア（自然生態園） 

指導内容など 

・自然生態園で実践している里山管理方法（小面積皆伐）を説明し、実際に里山の様子を見ても

らった。 

・参加者を少人数に班分けし、あらかじめ番号札を付けた木を巡り、特徴を観察しながら、配布

した資料と見比べ木の種類を回答してもらった。各班に指導者がついた。 

・間伐材でノコギリ体験。年輪の話も行った。 

・三重県で分布が拡大している外来種の昆虫フェモラータオオモモブトハムシの紹介。 

参加者の声など（抜粋） 

・夏にはない山の表情が観察でき、良かった。 

・クイズ形式で楽しく観察出来ました。冬芽ひとつとっても形が色々で興味深かったです。 

・中央緑地でもやってほしいです。 

・多くの木を観察しながら名前を知ることが出来て面白かったです。 

・難しかったです。でも先生に教えてもらえて良かったです。後で写真等をまとめた資料などを

もらえると嬉しいです。 

観察記録（観察・採集・目撃・鳴き声  などの種類） 

昆虫 シロアリ、イラガ（繭）、フェモラータオオモモブトハムシ（幼虫、持参） 

ハラビロカマキリ（卵鞘） 

植物 ヤマモモ、アカマツ、クスノキ、タラノキ、アカメガシワ、イロハモミジ、ク

リ、コナラ、ゴンズイ、センダン、ネジキ、ヤマザクラ、ヤマハゼ、リョウブ 

ヤブニッケイ、アベマキ 

鳥 ヒヨドリ、カラス sp.、メジロ（巣）、シロハラ、コゲラ 

その他 イタチ（フン） 

 

 

 

 



 

里山管理の話                    樹木観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         樹木観察                    ノコギリ体験 

 

 

 

 

 

 


